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早
い
も
の
で
、
３
月
に
入
り
１
週

間
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

天
気
予
報
を
見
ま
す
と
道
東
方
面
を

中
心
に
暴
風
雪
警
報
が
出
て
い
る
状

況
で
あ
り
、
ま
だ
ま
だ
北
海
道
に
つ

き
ま
し
て
は
冬
真
っ
最
中
で
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
寒
暖
を
繰
り
返
し
な

が
ら
日
一
日
と
春
に
近
づ
い
て
い
く

も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

本
日
は
、
通
常
総
代
会
の
ご
案
内

を
申
し
あ
げ
ま
し
た
と
こ
ろ
、
皆
様

方
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ご
多
用
な
中
、

総
代
会
に
ご
出
席
を
頂
き
開
会
出
来

ま
す
こ
と
を
、
衷
心
よ
り
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
さ
ら
に
、
平
成

25
年
度
に
お
き
ま
し
て
は
、
全
て
の

管
理
区
総
会
に
出
席
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
改
良
区
が
抱
え
る
課
題

や
懸
案
事
項
を
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
組

合
員
皆
様
に
申
し
上
げ
た
と
こ
ろ
で

ご
ざ
い
ま
す
。
総
会
に
お
い
て
管
理

区
長
始
め
皆
様
に
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
こ
と
を
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

　

平
成
26
年
通
常
総
代
会
が
、
３
月

６
日
午
後
１
時
30
分
か
ら
当
土
地
改

良
区
大
会
議
室
に
お
い
て
開
催
し
ま

し
た
。

　

総
代
総
数
35
名
中
、
34
名
の
総
代

の
出
席
を
得
て
、
議
長
に
第
２
選
挙

区
の
我
部
山
豊
春
総
代
を
選
出
、
議

事
録
記
名
人
に
第
１
選
挙
区
の
越
智

利
政
総
代
と
第
３
選
挙
区
の
清
澤
哲

弘
総
代
を
指
名
し
、
平
成
26
年
度
収

入
支
出
予
算
外
15
案
件
に
つ
い
て
審

議
が
行
わ
れ
、
提
出
議
案
を
全
て
原

案
ど
お
り
可
決
し
、
午
後
４
時
20
分

に
閉
会
し
ま
し
た
。

通 

常 

総 

代 

会

（
平
成
26
年
３
月
６
日
開
催
）

す
と
共
に
、
日
頃
よ
り
当
区
の
運
営

に
お
き
ま
し
て
、
ご
指
導
ご
支
援
を

賜
わ
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
を
、
こ
の

場
を
お
借
り
し
て
感
謝
申
し
あ
げ
ま

す
。

　

さ
て
、
平
成
25
年
度
は
本
日
の

議
案
で
も
あ
り
ま
す
補
正
予
算
を

合
わ
せ
ま
し
て
、
４
回
の
補
正
を
行

わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
総
額

で
６
億
４
千
４
９
９
万
７
千
８
６

円

と

な

り

ま

し

た
。

さ

ら

に

苦

し

い

経

済

状

況

の

中

で
、

３
千
５
８
４
万
１
千
２
５
４
円
の
繰

出
金
を
見
込
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
の
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は
各

種
事
業
に
貪
欲
に
取
り
組
ん
で
い
た

だ
い
た
成
果
で
あ
り
、
役
職
員
皆
様

に
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
る
次
第

で
あ
り
ま
す
。

　

続
き
ま
し
て
、
第
３
次
土
地
改

良
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
道
営

経
営
体
育
成
基
盤
整
備
事
業
東
山
地

区
、
筑
北
地
区
が
平
成
26
年
度
で
竣

工
を
迎
え
ま
す
。
平
成
10
年
に
着
工

し
た
中
央
地
区
を
皮
切
り
に
、
17
年

に
及
ぶ
年
月
と
総
額
２
２
０
億
円
に

及
ぶ
巨
額
な
投
資
を
し
た
事
業
が

い
よ
い
よ
最
終
年
度
を
迎
え
ま
し

た
。
第
４
次
土
地
改
良
事
業
に
つ
き

ま
し
て
は
、
６
地
区
を
選
定
さ
せ
て

議
案
第
１
号　

専
決
処
分
の
承
認
に

つ
い
て

議
案
第
２
号　

平
成
25
年
度
農
林
漁

業
資
金
の
借
入
の
一
部
変
更
に
つ

い
て

議
案
第
３
号　

平
成
25
年
度
第
４
回

収
入
支
出
補
正
予
算
に
つ
い
て

報
告
第
１
号　

監
事
の
監
査
報
告
に

つ
い
て

議
案
第
４
号　

平
成
26
年
度
収
入
支

出
予
算
に
つ
い
て

議
案
第
５
号　

平
成
26
年
度
賦
課
金

等
の
額
、
徴
収
時
期
及
び
そ
の
方

法
に
つ
い
て

議
案
第
６
号　

平
成
26
年
度
農
地
転

用
に
伴
う
地
区
除
外
等
決
済
金
の

基
準
額
に
つ
い
て

議
案
第
７
号　

平
成
26
年
度
農
林
漁

業
資
金
の
借
入
に
つ
い
て

議
案
第
８
号　

平
成
26
年
度
土
地
改

良
負
担
金
償
還
平
準
化
資
金
の
借

入
に
つ
い
て

議
案
第
９
号　

平
成
26
年
度
一
時
借

入
金
に
つ
い
て

議
案
第
10
号　

平
成
26
年
度
役
員
等

の
報
酬
に
つ
い
て

議
案
第
11
号　

平
成
26
年
度
積
立
金

の
処
分
に
つ
い
て

議
案
第
12
号　

平
成
26
年
度
農
業
基

盤
整
備
促
進
事
業
の
施
行
に
つ
い

て
議
案
第
13
号　

平
成
26
年
度
農
業
水

利
施
設
保
全
合
理
化
事
業
（
管
理

省
力
化
）
の
施
行
に
つ
い
て

議
案
第
14
号　

定
款
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

通
常
総
代
会
に
あ
た
っ
て

 

小 

西 

理 

事 

長

議
案
第
15
号　

管
理
区
に
関
す
る
規

程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

議
案
第
16
号　

財
産
（
土
地
）
の
処

分
に
つ
い
て
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い
た
だ
き
ま
し
た
。
昭
和
50
年
代

に
施
工
い
た
し
ま
し
た
、
総
延
長

１
万
３
千
２
５
０
ｍ
の
パ
イ
プ
ラ
イ

ン
を
基
本
と
し
て
、
平
成
27
年
度
か

ら
桜
川
第
２
地
区
を
施
工
し
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
土
地
改
良
区
と
し

て
強
く
要
請
し
て
お
り
ま
し
た
夏
期

施
工
に
対
す
る
所
得
補
填
に
つ
き
ま

し
て
も
、
制
度
の
拡
充
に
よ
り
平
成

26
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
当
区
と
し
ま
し
て
は
、

平
成
27
年
度
か
ら
の
取
り
組
み
と
な

り
ま
す
が
、
事
業
の
要
綱
・
要
領
が

ま
だ
周
知
さ
れ
て
い
な
い
状
況
で
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
綺
麗
な
工
事
を

す
る
と
い
う
観
点
で
考
え
ま
す
と
、

事
業
に
取
り
組
む
皆
様
方
に
は
ご
理

解
を
い
た
だ
き
取
り
組
む
よ
う
お
願

い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

次
に
、
雨
竜
川
地
区
国
営
総
合
農

地
防
災
事
業
に
つ
き
ま
し
て
、
ご
報

告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
本
来
４

頭
首
工
を
改
修
す
る
事
業
で
は
あ
り

ま
し
た
が
、
３
月
18
日
に
開
催
さ
れ

ま
す
総
会
で
期
成
会
は
平
成
26
年
度

休
止
そ
し
て
平
成
26
年
度
末
を
も
っ

て
解
散
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
８
丁
目
頭
首
工
を
改
修
す
る

雨
竜
川
下
流
地
区
国
営
総
合
農
地
防

災
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
秩
父
別

町
、
妹
背
牛
町
、
Ｊ
Ａ
北
い
ぶ
き
、

秩
父
別
土
地
改
良
区
の
２
町
２
団
体

で
期
成
会
を
立
ち
上
げ
、
計
画
ど
お

り
の
予
算
確
保
、
早
期
着
工
に
向
け

要
請
運
動
を
続
け
て
い
く
次
第
で
あ

り
ま
す
。

　

次
に
、
各
管
理
区
総
会
で
お
話
し

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
、
事
務
所

の
雨
漏
り
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
今

の
社
会
情
勢
等
厳
し
い
状
況
で
は
あ

り
ま
す
が
、
理
事
会
の
中
で
十
分
相

談
さ
せ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
早
急
に

ど
の
よ
う
な
対
応
が
出
来
る
か
、
今

後
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
平
成
26
年

度
に
技
術
職
員
を
一
人
採
用
い
た
し

ま
す
。
こ
の
こ
と
に
つ
き
ま
し
て

は
、
こ
の
後
で
紹
介
申
し
上
げ
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
日
の
総
代
会
、
16
議
案
、
１
報

告
を
提
案
致
し
ま
す
。
ど
う
か
慎
重

に
ご
審
議
頂
き
ま
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ

可
決
決
定
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
開
会
の
ご
挨

拶
と
致
し
ま
す
。

議長に我部山豊春総代が選出された

　

春
の
水
天
宮
祭
と
通
水
式
を
５
月

１
日
、
滝
の
上
水
天
宮
で
行
い
ま
し

た
。

　

当
日
は
初
夏
を
思
わ
せ
る
陽
射
し

の
中
、
土
地
改
良
区
役
員
を
始
め
、

秩
父
別
町
長
、
北
い
ぶ
き
農
協
組
合

長
な
ど
の
関
係
者
約
40
人
が
出
席
。

水
天
宮
で
神
事
を
行
っ
た
後
、
小

西
理
事
長
の
合
図
で
滝
の
上
頭
首
工

取
水
ゲ
ー
ト
を
開
扉
、
地
区
内
１
市

３
町
、
４
０
０
０
ha
に
わ
た
る
か
ん

が
い
事
業
が
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し

た
。

　

小
西
理
事
長
は
「
今
年
も
安
定
し

た
水
の
供
給
に
努
め
、
４
年
連
続
の

　
春
の
水
天
宮
祭

　
　
　
並
び
に
通
水
式
挙
行

豊
穣
の
秋
を
迎
え
た
い
」
と
祈
願
し
、

来
賓
を
代
表
し
て
神
薮
町
長
と
篠
田

組
合
長
か
ら
祝
辞
を
ち
ょ
う
だ
い
し

ま
し
た
。
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総務管理費

108,513千円 18.7%

営造物維持管理費

166,386千円 28.7%

土地改良事業費

3,000千円 0.5%

諸税及び負担金

11,423千円 2.0%

繰 出 金

17,297千円 3.0%

償 還 金

189,183千円 32.7%

分 担 金

53,229千円 9.2%

調 査 費

20,890千円 3.6%

雑支出等

1,636円 0.2%

予 備 費

8,124千円 1.4%

－　予算総額５７９，６８１千円　－

一般賦課金

256,307千円 44.2%

特別賦課金
（農業基盤整備含む）

29,498千円 5.1%

使用料

2,565千円 0.4%

補助金・助成金

及び交付金

119,013千円 20.5%受 託 金

15,004千円 2.6%

借 入 金

84,359千円 14.6%

繰上償還金

25,000千円 4.3%

財産収入・諸収入等

27,935千円 4.8% 繰 越 金

20,000千円 3.5%

平成 26年度　賦課金等の額 ､徴収時期及びその方法

平成 26 年度　収入支出予算

収　入

借換資金
58,862 千円

31.1%

平準化資金
43,380 千円

22.9%

農林漁業資金
86,941 千円

46.0%

支　出

３．農業基盤整備促進事業特別賦課金

調　定 調　定

第１期 第２期 計 期　日 期　日

円 円 円 円

Ａ地区 4,000 2,500 6,500 第１期 暗渠排水 5,250

円 円 円 H26.6.23～H26.7.22 区画整理 3,500

Ｂ地区 2,000 1,250 3,250 H26.5.1 第２期

円 円 円 H26.11.11～H26.12.10

Ｄ地区 400 250 650 ４．使　用　料

調　定

Ａ：田であるもの 第１期 第２期 計 期　日

Ｂ：田であって水利使用しないもの 円 円 円

　　ただし、転作田は除く

Ｄ：水利使用の形態が、沢がかりのもの

10a 当 り 調　定

賦課金額 期　日 ５．加　入　金

円

原　野 全　期 122 総　額 本年度

円 円

上 記 以 外

の 地 区

地区別

徴 収 時 期

徴 収 時 期

H26.5.1

10,000 5,000

10a当り使用料

徴収方法
10a当り加入金

全　期

10a当り賦課金額

4,000 2,500 6,500

全　期

地区名

期　間

H26.5.1 H26.11.11～H26.12.10

〃 事業費割

H26.5.1 H26.11.11～H26.12.10

期別 徴 収 時 期

１．一般賦課金

全地区

地区名
10a当り賦課金額

徴 収 時 期 地区名

期　別

地 区

区 分

徴 収 時 期

一般賦課金に同じ

２年割賦 各年度の第２期賦課金に同じ

秩父別

(事務費)

全地区

２．特別賦課金

地区名
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経常賦課金
4,572円 70.3%

特別賦課金
1,928円 29.7%

総務管理費
2,353円 36.2%

営造物維持管理費
1,362円 21.0%

諸税及び負担金
290円 4.5%

繰 出 金
420円 6.5%

調査費雑支出等
113円 1.7%

土地改良事業費・分担金

34円 0.4%

償 還 金
(用水路全地区負担分)
(①+②+③)
1,928円 29.7%

①

②

③

平成 26年度　一般賦課金（6,500 円 /10a）の内訳

　平成 26 年３月６日通常総代会で、現在６，０００円の一般賦課金について５００円の増額

が承認されました。

　５００円の増額につきましては、本年１月末から２月中旬にかけて開催されました 10 管理

区総会においてお願いしましたように、平成 26 年度採択の道営農地整備事業桜川第２地区を

含む６地区の当区第４次土地改良事業計画による用水路改修工事負担金の償還準備が大きな

要因であります。

　組合員の皆様におかれましては、どうかご理解下さいますようお願い申し上げます。

　【一般賦課金について】

現在までの一般賦課金の推移（10a 当）

年度 一般賦課金 年度 一般賦課金 年度 一般賦課金 年度 一般賦課金

S47 3,100円 S50 4,700円 S53～S56 6,100円 H18～H25 6,000円

S48 3,400円 S51 5,500円 S57～S59 6,300円 H26～　 6,500円

S49 3,650円 S52 6,000円 S60～H17 6,500円

うち ① 農林漁業資金 1,118円（ 58% ）

第３次土地改良事業　13地区

② 償還平準化資金 386円（ 20% ）

国営雨竜川中央地区 (338円)

第１次土地改良事業

（原野・千秋・桜川地区）

③ 借換資金 424円（ 22% ）

国営雨竜川中央地区

(48円)
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平
成
26
年
４
月
３
日
、
Ｊ
Ａ
北
い
ぶ
き
本

所
３
階
大
ホ
ー
ル
に
て
「
平
成
26
年
度
秩
父

別
町
活
動
組
織
総
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
１
１
４
名
の
構
成
員
が
出
席
、

高
橋
清
治
会
長
（
稲
豊
農
事
組
合
）
の
挨
拶

に
始
ま
り
、
渋
谷
副
町
長
ほ
か
来
賓
か
ら
は

日
頃
か
ら
地
域
共
同
に
よ
る
農
地
・
農
業
用

施
設
の
資
源
や
農
村
環
境
の
保
全
管
理
活
動

に
対
し
て
の
お
礼
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

議
事
で
は
、
日
の
出
農
事
組
合
の
山
森
聡

氏
を
議
長
に
選
出
し
、
平
成
25
年
度
事
業
報

告
と
平
成
25
年
度
収
入
支
出
決
算
、
平
成
26

年
度
事
業
計
画
、
平
成
26
年
度
収
入
支
出
予

算
等
を
原
案
通
り
承
認
し
、
引
き
続
き
役
員

改
選
が
行
わ
れ
、
次
の
方
々
が
役
員
に
就
任

し
ま
し
た
。

　

な
お
、
国
は
農
業
・
農
村
の
有
す
る
多
面

的
機
能
の
維
持
・
発
揮
を
図
る
た
め
の
地
域

政
策
と
し
て
日
本
型
直
接
支
払
制
度
（
多
面

的
機
能
支
払
）
を
創
設
し
、
平
成
26
年
度
は

予
算
措
置
、
平
成
27
年
度
か
ら
は
法
律
に
基

づ
き
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
現
行
の

農
地
・
水
保
全
管
理
支
払
は
、
新
制
度
に
引

き
継
が
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

活
動
組
織
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
こ
れ
ま

で
の
活
動
を
基
礎
に
、
多
面
的
機
能
支
払
が

円
滑
に
推
進
さ
れ
ま
す
よ
う
ご
期
待
申
し
上

げ
ま
す
。

◆秩父別町活動組織役員紹介◆ （敬称略）

平成 26 年度農地・水保全管理対策「秩父別町活動組織」総会開催

（秩父別町活動組織総会での小西理事長の挨拶）

役 職 氏 名 役 職 氏 名
代 表 山 崎 拓 士 幹 事 田 丸 政 彦
副 代 表 中 西 貴 彦 幹 事 西 谷 健
総 務 篠 田 隆 紀 幹 事 宮 西 貴 志
会 計 山 田 尚 史 幹 事 北 垣 仁
幹 事 宮 本 義 治 幹 事 佐 崎 正 敬
幹 事 佐 藤 直 行 幹 事 中 西 伴 浩
幹 事 椛 澤 雄 大
幹 事 多 田 由 紀 博 監 査 役 高 橋 清 治
幹 事 田 中 毅 監 査 役 戸 田 毅
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５
月
３
日
秩
父
別
町
活
動
組
織
（
山
崎
拓
士
代
表
）
が
農
村
環
境
保
全
活
動
と
し
て
地
域
住
民
と
連
携
し

な
が
ら
施
設
の
ゴ
ミ
収
集
活
動
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
あ
い
に
く
雨
模
様
の
天
候
で
し
た
が
、
子
供
会
、
婦
人
部
、
老
人
ク
ラ
ブ
、
町
内
会
、
農
事
組

合
が
施
設
や
道
路
沿
い
の
ゴ
ミ
拾
い
を
行
い
、
３
日
の
午
後
か
ら
活
動
組
織
代
表
外
役
員
が
ダ
ン
プ
や
軽
ト

ラ
ッ
ク
に
ゴ
ミ
を
積
ん
で
土
地
改
良
区
車
庫
前
に
集
結
、
土
地
改
良
区
職
員
と
で
分
別
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

分
別
で
は
空
き
カ
ン
、
空
き
ビ
ン
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
木
く
ず
、
衣
服
な
ど
多
種
多
様
に
わ
た
り
、
こ
ん

な
に
も
ゴ
ミ
が
投
棄
さ
れ
て
い
る
ん
だ
な
と
実
感
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

午
後
３
時
に
は
、
北
空
知
衛
生
セ
ン
タ
ー
組
合
で
処
分
を
終
え
解
散
い
た
し
ま
し
た
。

　

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
地
域
住
民
の
皆
様
に
は
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
と
も
諸

活
動
に
ご
協
力
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

本 

年 

度 

も 

施 

設 

の 

ゴ 

ミ 

拾 

い 

を 

実 

施 

！

（ゴミの分別作業を終えた、秩父別町活動組織役員の皆様）
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雨
　
竜
　
川
　
下
　
流
　
地
　
区

国
営
総
合
農
地
防
災
事
業
促
進
期
成
会
設
立

　

平
成
26
年
３
月
18
日
、
当
区
会

議
室
に
お
い
て
札
幌
開
発
建
設
部

農
業
計
画
課
長
等
の
出
席
を
い
た

だ
き
、
国
営
総
合
農
地
防
災
事
業

雨
竜
川
下
流
地
区
促
進
期
成
会
を

設
立
い
た
し
ま
し
た
。
本
促
進
期

成
会
は
土
地
改
良
区
を
始
め
、
秩

父
別
町
、
妹
背
牛
町
、
北
い
ぶ
き

農
協
で
構
成
し
、
会
長
に
小
西
理

事
長
、
副
会
長
に
植
田
副
理
事
長
、

理
事
に
秩
父
別
神
薮
町
長
・
妹
背

牛
寺
崎
町
長
・
北
い
ぶ
き
農
協
篠

田
組
合
長
を
選
出
し
ま
し
た
。

　

本
事
業
の
構
想
と
し
て
は
、
本

地
区
の
基
幹
的
水
利
施
設
で
あ
る

八
丁
目
頭
首
工
は
河
床
洗
掘
の
進

行
、
洪
水
流
下
能
力
不
足
か
ら
洪

水
時
の
頭
首
工
倒
壊
に
よ
る
農
業

用
水
の
供
給
停
止
や
河
川
堤
防
の

決
壊
に
よ
る
広
域
的
な
災
害
発
生

の
恐
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
早
期

に
頭
首
工
を
改
修
し
、
農
作
物
、

農
用
地
等
の
広
域
的
な
災
害
を
未

然
に
防
止
す
る
と
と
も
に
農
業
生

産
の
維
持
及
び
農
業
経
営
の
安
定

を
図
り
、
併
せ
て
国
土
の
保
全
に

資
す
る
も
の
と
し
て
い
ま
す
。

　

地
区
調
査
は
平
成
25
年
度
に
採

択
さ
れ
て
お
り
、
新
設
さ
れ
る
頭

首
工
は
平
成
29
年
度
着
手
、
平
成

34
年
度
周
辺
整
備
を
し
て
完
成
、

そ
の
後
、
現
在
の
頭
首
工
撤
去
に

３
年
程
度
要
し
、
着
手
か
ら
平
成

37
年
ま
で
９
年
間
の
予
定
工
期
と

計
画
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
費
用
負
担
で
す
が
、
本

地
区
の
事
業
費
は
現
時
点
で
頭
首

工
基
本
設
計
に
基
づ
く
数
量
に
よ

り
平
成
25
年
度
単
価
を
積
み
上
げ

70
億
と
積
算
さ
れ
、
負
担
割
合
は

国
75
％
、
北
海
道
25
％
、
地
元
負

担
は
伴
い
ま
せ
ん
。

　

土
地
改
良
区
は
今
後
期
成
会
と

連
携
し
、
本
事
業
計
画
及
び
実
施

の
調
整
や
早
期
の
目
的
達
成
の
た

め
に
、
各
関
係
機
関
へ
積
極
的
に

要
望
活
動
を
展
開
し
て
い
き
ま
す

の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
八
丁
目
頭
首
工
を
含
む

４
頭
首
工
（
滝
の
上
・
沼
田
第
１
・

第
２
）
の
改
修
を
計
画
し
て
平
成

24
年
１
月
に
設
立
し
ま
し
た
同
事

業
雨
竜
川
地
区
促
進
期
成
会
で
す

が
、
改
修
の
緊
急
性
が
一
番
高
い

八
丁
目
頭
首
工
を
第
一
優
先
と
し

て
「
雨
竜
川
下
流
地
区
」
が
採
択

さ
れ
た
こ
と
を
受
け
本
年
度
末
に

解
散
を
し
、
今
後
上
流
３
頭
首
工

に
つ
い
て
は
雨
竜
川
河
川
整
備
計

画
に
基
づ
き
、
将
来
３
頭
首
工
を

含
む
当
該
地
域
全
体
（
平
成
17
年

度
完
了
国
営
雨
竜
川
中
央
地
区
）

の
施
設
状
況
を
踏
ま
え
た
更
新
整

備
計
画
を
札
幌
開
発
建
設
部
と
協

議
、
調
整
を
重
ね
な
が
ら
進
め
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

（小西期成会長の挨拶） （事業説明をする札建田代計画課長）
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829ha
140ha
689ha
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本年は、全ての管理区で総会が実施されました。

　本年１月２８日、東管理区総会を皮切りに２月２１日の中央管理区総会まで１０管理区で総会が

実施され、改良区からは理事長、職員も出席し、情報交換をさせていただきました。

　また総会では各管理区の役員改選（任期２年）が行われ、次の方々が管理区長に選出されました。

１月３０日　西栄管理区総会

１月３１日　南管理区総会 ２月３日　小藤管理区総会

２月６日　新千代管理区総会 ２月７日　日の出管理区総会

１月２８日　東管理区総会



(11)平成 26 年 6 月 1 日 第　51　号水 土 里 ネ ッ ト ち っ ぷ べ つ だ よ り

◎は管理区長会会長　○は管理区長会副会長

管　理　区　長　紹　介
任期：平成 26 年 4 月～成 28 年 3 月

２月１０日　協栄管理区総会 ２月１２日　新盛管理区総会

２月１７日　北部管理区総会 ２月２１日　中央管理区総会

(敬称略）

○ ◎ ○

小

藤

管

理

区

中

央

管

理

区

新
千
代
管
理
区

西

栄

管

理

区

南

管

理

区

新

盛

管

理

区

北

部

管

理

区

日
の
出
管
理
区

協

栄

管

理

区

東

管

理

区

向

井

敏

則

国

兼

幸

一

町

田

隆

二

佐

崎

雅

俊

藤

井

雅

明

我

部

山

豊

春

植

田

孝

典

小

林

清

孝

石

黒

忠

則

斉

藤

吉

仁
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北
部
地
区
道
営
経
営
体
育
成
基
盤
整
備
事
業
完
了

　

北
部
地
区
道
営
経
営
体
育
成
基
盤
整
備
事

業
（
平
成
19
年
度
採
択
・
受
益
面
積
２
５
７
．

９
ha
（
う
ち
沼
田
町
４
３
．
９
ha
）
、
受
益

戸
数
31
戸
）
が
、
平
成
25
年
度
、
総
事
業
費

13
億
８
千
４
０
０
万
円
で
完
了
い
た
し
ま
し

た
。

　

さ
っ
そ
く
期
成
会
（
植
田
利
幸
期
成
会
長
）

は
平
成
26
年
３
月
26
日
に
竣
工
記
念
式
（
表

紙
写
真
）
を
開
催
し
、
来
賓
と
し
て
、
秩
父

別
町
神
薮
町
長
、
沼
田
町
金
平
町
長
、
北
い

ぶ
き
農
協
篠
田
組
合
長
、
土
地
改
良
区
小
西

理
事
長
、
さ
ら
に
は
北
部
耕
地
出
張
所
担
当

係
長
に
も
出
席
を
い
た
だ
き
、
受
益
者
22
人

と
と
も
に
完
成
を
お
祝
い
い
た
し
ま
し
た
。

　

記
念
式
で
は
、
小
西
理
事
長
か
ら
植
田
期

成
会
長
に
感
謝
状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
、

植
田
会
長
か
ら
は
農
業
者
と
し
て
町
の
基
幹

産
業
で
あ
る
農
業
発
展
に
一
層
の
努
力
を
注

ぎ
、
こ
の
整
備
さ
れ
た
土
地
で
大
き
な
成
果

を
上
げ
る
こ
と
を
誓
う
と
と
も
に
、
農
家
負

担
軽
減
対
策
と
し
て
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
に

取
り
組
ん
で
く
だ
さ
っ
た
北
海
道
、
秩
父
別
・

沼
田
両
町
は
も
と
よ
り
、
土
地
改
良
区
、
北

い
ぶ
き
農
協
、
さ
ら
に
は
関
係
組
合
員
の
ご

協
力
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
し
た
。

　

な
お
、
北
部
地
区
の
完
了
に
よ
り
平
成
10

年
に
着
工
し
た
中
央
地
区
を
皮
切
り
に
、
13

地
区
の
当
区
道
営
基
盤
整
備
事
業
第
３
次
土

地
改
良
事
業
計
画
も
東
山
地
区
と
筑
北
地
区

の
２
地
区
を
残
す
の
み
と
な
り
、
い
ず
れ
も

本
年
度
完
了
の
運
び
と
な
り
ま
す
。
両
地
区

の
促
進
期
成
会
長
に
お
か
れ
ま
し
て
は
残
す

と
こ
ろ
あ
と
１
年
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
24
年
に
計
画
を
立
て
ま
し
た

第
４
次
土
地
改
良
事
業
計
画
６
地
区
に
つ
き

ま
し
て
は
、
１
番
手
と
し
て
桜
川
第
２
地
区

（
小
西
喜
明
期
成
会
長
）
道
営
農
地
整
備
事
業

（
旧
経
営
体
育
成
基
盤
整
備
事
業
）
が
本
年
２

月
に
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
受
益
面
積
３
３
１
．

５
ha
・
受
益
戸
数
40
戸
、
現
時
点
で
の
総
事

業
費
は
25
億
６
千
万
円
と
計
画
さ
れ
、
平
成

34
年
度
完
了
を
目
指
し
本
年
度
調
査
設
計
が

始
ま
り
ま
す
。

　

ま
た
、
２
番
手
の
千
秋
第
２
地
区
（
受
益

面
積
３
２
４
．
３
ha
・
受
益
戸
数
28
戸
）
も

本
年
２
月
に
施
行
申
請
を
終
え
、
平
成
27
年

採
択
を
目
指
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
10

月
に
は
促
進
期
成
会
を
設
立
す
る
予
定
で
す
。

竣工式で式辞を述べる植田期成会長（副理事長）
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北海道土地改良事業団体連合会
土地改良事業功労表彰

北海道土地改良事業団体連合会
土地改良事業功労表彰

　北海道土地改良事業団体連合会の平成 25 年度通常総代会が３月 27 日、ポールスター札幌を会場

に開催されました。席上、土地改良事業功労表彰が行われ、当土地改良区の小西喜明監事が功労者

表彰を受けられました。

　この表彰は、北海道土地改良事業団体連合会表彰規程に基づいて多年に亘り本道の土地改良事業

の推進と発展に顕著な功績のあった方々に贈られるものです。

　小西監事は、平成 14 年８月に監事に就任し、現在３期目でご活躍中であり、平成 25 年５月からは、

桜川第２地区道営農地整備事業促進期成会会長に選任されました。本地区は１市２町にまたがる地

域で、完了予定が平成 34 年度と計画されております。事業の円滑な推進に今後ともよろしくお願

いいたします。

　また、同時に優良職員表彰も行われ、技術課佐崎ともみ主事が表彰を受けられました。

本
年
は
役
員
改
選
と

　
総
代
選
挙
が
実
施
さ
れ
ま
す

　

現
第
18
期
役
員
の
任
期
（
４
年
）
は
、
本

年
７
月
31
日
で
満
了
と
な
り
ま
す
。

　

当
土
地
改
良
区
の
役
員
定
数
は
、
理
事
７

人
・
監
事
３
人
で
あ
り
、
選
任
に
当
た
っ
て
は
、

総
代
か
ら
選
ば
れ
た
推
薦
委
員
10
人
で
構
成

す
る
役
員
選
任
推
薦
会
議
で
推
薦
さ
れ
た
役

員
候
補
者
を
総
代
会
に
お
い
て
選
任
を
い
た

し
ま
す
。
南
管
理
区
の
高
橋
清
治
総
代
が
代

表
を
務
め
る
推
薦
会
議
で
は
、
推
薦
に
当
た
っ

て
の
協
議
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

役
員
選
任
を
行
う
総
代
会
は
、
７
月
中
旬

開
催
の
第
１
回
臨
時
総
代
会
と
し
て
お
り
、

そ
の
後
新
役
員
に
よ
り
互
選
会
議
を
開
催
し
、

理
事
長
や
代
表
監
事
等
が
選
出
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
現
第
16
期
総
代
の
任
期
（
４
年
）

も
８
月
30
日
で
満
了
と
な
り
ま
す
。

　

総
代
は
秩
父
別
町
選
挙
管
理
委
員
会
の
管

理
の
も
と
に
、
組
合
員
が
選
挙
を
い
た
し
ま

す
。
同
封
い
た
し
ま
し
た
別
紙
【
総
代
選
挙

の
お
知
ら
せ
】
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
ご
不
明

な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
総
務
課
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

< 小西監事のご功績 >

　平成 14 年以来、監事とし

て豊富な識見と卓越した手

腕をもって土地改良区の安

定と発展に尽力し、更に農

家経営安定のため、農業農

村整備事業を積極的に推進

し、道営農地整備事業桜川

第２地区の期成会長として、

土地改良事業の整備促進に

優れた指導力を発揮し、当

地域の生産基盤の確立に多

大な貢献をしている。
（小西喜明監事） （表彰式席上で佐崎ともみ主事）
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事　務　機　構　図

　

組
合
員
の
皆
様
で
、
次
の
よ
う
な
事
由
が

生
じ
ま
し
た
ら
、
ご
面
倒
で
も
印
鑑
を
ご
持

参
の
う
え
、
土
地
改
良
区
に
届
け
出
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

◎
農
地
の
移
動
（
売
買
、
賃
借
等
）

◎
経
営
移
譲

◎
住
所
の
変
更

◎
贈
与
・
死
亡
に
よ
る
名
義
変
更

◎
公
共
用
地
買
収
、

　
　
　
　
宅
地
化
等
に
よ
る
転
用

～
組
合
員
の
資
格
得
喪
通
知
に
つ
い
て
～

　
～
土
地
改
良
施
設
を

　
　
　
　
　
　
大
切
に
使
用
し
ま
し
ょ
う
～

　

近
年
、
農
作
業
機
械
・
運
搬
車
両
の
大
型

化
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
用
水
路
管
理
用
道

路
又
は
農
道
を
走
行
す
る
際
に
は
、
パ
イ
プ

ラ
イ
ン
・
横
断
管
等
が
埋
設
さ
れ
て
い
る
箇

所
も
あ
り
ま
す
の
で
、
十
分
注
意
し
て
利
用

さ
れ
る
よ
う
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

土
地
改
良
区
か
ら
の
お
願
い･･

新 

規 

採 

用

（
平
成
26
年
４
月
１
日
付
）

定　

池　
　

栄

（
さ
だ
い
け　

さ
か
え
）

～
水
路
水
難
事
故
防
止
啓
発
の
お
願
い
～

　

さ
て
、
農
作
業
が
本
格
化
し
て
い
る
今
、

用
排
水
路
へ
の
転
落
な
ど
農
業
用
排
水
路
に

お
け
る
事
故
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
る
シ
ー
ズ

ン
を
迎
え
ま
し
た
。

　

施
設
の
管
理
主
体
で
あ
る
土
地
改
良
区
に

お
い
て
も
、
施
設
の
安
全
対
策
、
点
検
整
備

の
ほ
か
、
地
域
住
民
、
町
内
会
、
学
校
、
保

育
所
等
と
連
携
を
密
に
し
て
一
層
の
注
意
喚

起
を
図
り
、
事
故
の
未
然
防
止
に
努
め
て
お

り
ま
す
。

　

期
間
中
「
す
い
ろ
は
赤
し
ん
ご
う
、
ち
か

よ
ら
な
い
、
あ
そ
ば
な
い
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

で
事
故
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
っ
て
お
り

ま
す
が
、
ご
両
親
は
も
と
よ
り
、
ど
う
ぞ
近

く
の
お
子
様
に
は
「
用
水
路
に
は
絶
対
近
寄

ら
ず
、
近
く
で
遊
ば
な
い
！
」
こ
と
を
強
く

ご
指
導
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ

ま
す
。

　

・
昭
和
30
年
９
月
12
日
生

　

・
寿
都
郡
黒
松
内
町
出
身

　

・
北
海
道
土
地
改
良

　
　
　
　
　

事
業
団
体
連
合
会
退
職

　

平
成
26
年
３
月
31
日
を
も
っ
て
北
海
道
土

地
改
良
事
業
団
体
連
合
会
を
退
職
し
、
こ
の

度
、
秩
父
別
土
地
改
良
区
に
採
用
に
な
り
ま

し
た
。

　

40
年
間
の
経
験
を
生
か
し
、
組
合
員
皆
様

の
ご
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
頑
張
り
ま
す

の
で
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

主 

幹

(

4
月
～

8
月

)

主幹　定　池　　栄

鎌

田

智

恵

施
設
管
理
委
託

技
師

(

消
防
団
員

)

主
事

書
記

田
中
秀
一
良

佐
崎
と
も
み

会
　
計
　
係

係
長
 
主
幹
事
務
取
扱

庶
　
務
　
係

係
長

(

消
防
団
員

)

高

柳

郊

士

前

川

英

毅

速

見

太

一

係
長
 
庶
務
係
長
兼
務

飯 沼 誠 一
(管理責任者)

維
持
管
理
係

管
　
理
　
係

係
長

土
地
改
良
係

係
長

技　術　課
課長　斉 藤 譲 二
(交通安全指導員)

総　務　課
課長　池 田 泰 久
(安全運転管理者)

主幹　明 瀬 吉 三

（１０ 人） （３ 人）

参　　事
山 本 恭 史
(会計主任)
(防火管理者)

技　術　長

維持管理事業担当 土地改良事業担当

（２４７人） （１０ 区） （３５ 人）
役員推薦会議 監　事　会 監　　事

総  代  会 理　事　会 理　　事

組　合　員 管　理　区 総　　代 理 事 長
（７ 人）


